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Model PM 6001 取扱説明書 
Integrated Amplifier 




マランツのステレオインテグレーテッドアンプをお買い上げいただき、ありがとうございます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりまずが、ご不審 
な箇所などありましたら、お旱めにお買い上げ店、当社お客様ご相談センター、または最寄りの当 
社営業所/サービスセンターにお問い合わせください。 


r -1 

目次 


を全上のご注意 . 1 

が顧 . 5 

ごな用の前に . 6 

g 続の前に . 7 

スピーカーコードの接続につし、て . 7 

バイワイヤー接続 . 7 

電源コードの極性 . 7 

g 続减 . 8 

各部の名称とはたらき . 10 

前面 . 10 

胃® . 11 

リモコン： RC6001PM . 12 

基本的な使い方 . 15 

再生の しかた . 15 

録音のしかた . 15 

機能の巧い方と設をのしかた . 16 

MAIN IN 端子について . 16 

リモートコントロ ーJ レ端子 . 17 

故障とお考えになる前に . 18 

仕様•外観寸法図 . 19 

そ¢7)化 . 20 






























( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は々解禁止）が描かれています。 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的なホ旨示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が巧かれてい 
ます。 


記号はま意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように';ま意）が巧かれています。 


安全上のごま意 


ご使用の前に、この「ま全上のごま意」をよくお読みになり、正しくお使いくださし、。 
お読みになったあとは、し、つでも見られる場所に保話書と共に必ず保管してくださし、。 


絵表巧【-ついて 


この「安全上のごを意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害をホ 
然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよ<理解してから本文をお読み<ださい。 


A 警告 


A ミま意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷 
を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能 
せが想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


® 运叙 
















ま全上のごま意 

V _ ) 


A 

警告 


A 

處 

電源プラグをコン 
セントサら巧く 

五 


• 万一、煙が化ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災'感電の原 
因となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、みず電源プラグをコンセントか6おいて 
<ださい。煙が化なくなるのをお認して販売店に修理をご依頼<ださい。 

• 万一内部に水などが人った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜からおいて目反売店にご連絡ください。そのまま使用すると义が' 感電の原因となります。 

• 万一機器の内部に異物が人った場合は，まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから抜いて目反売店にご連給ください。そのまま使用すると义災'感電の原因となります。 

• 電源コードが傷んだら（な綜の露化、断線など）販売店に交換をご依頼<ださい。そのまま使用 
すると义災'感電の原因となります。 


(§) 

水場での使用禁止 


風呂場では使用しないでください。义烫-感電の原因となります。 


0 


• 乾電油は、充電しないでください。電池の巧裂、液われにより、义災、けがの原因となります。 


m 


接軸禁止 


雷が鳴り化した6、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


0 



运 

電源プラク4コン 


• 表示された電源電圧（交流100ボルト） t (かの電圧で使用しないで< ださい。火が'感電の原 
因とな U ます。 

• この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 （ DC ) 電源には接続しないで< 
ださい。义がの原因となります。 


この機器に水が人ったり、め6さないようにごを意ください。义炎•感電の原因となります。雨 
天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意<ださい。 


万一、この機器を落したり、キャビネットを巧損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントか6おいて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると义が-感電の 
原因となりまず。 


この機器の适風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこわり、义災の原因と 
なりまず。この機器には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに适風みがあけ 
てあります。次のような使いちはしないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。この機器を押し人れ、専用のラック t (外の本箱な 
ど風通しの悪い巧い所に押し化む。テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において 
使用する。 


〇 


A 


この機器を設置する場合は、壁か 620 cmU 上の闇隔をおいてください。また、放熱をよ<するため 
じ，化の機器との聞は少し離して置いて<ださい。ラックなどじ人れる時は、機器の天面か 620 cm 
W 上，背面か 6 20 cmJ ; J 上のすきまをあけてください。内部に熱がこ电リ义災の原因となりまず。 


0 


電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷 I こならないようにしてください。コ 
ードに傷がついて、乂烫•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと I こより、若 
れ1こ気がかず、重い物をのせてしまうことがありまず。 

この機器の上にろうぞく等の炎が発生しているものを置かないでください。义烫の原因になりま 
ず。 


2 





















安全上のごま意 

V_ ) 


0 参この機器の届風をなどか6内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、をし化んだりし 
ないでください。火災-感電の原因となりまず。特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 
• この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの人った容器やかさな金属物を 
置かないでください。こぼれたり、中に人った場合义災'感電の原因となります。 


A 

警告 


分稱禁止 


• この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないで<ださい。内部には電圧の高い部分 
があり，感電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店にご依頼<ださい。 

参この機器を改造しないでください。火炎'感電の原因となりまず。 


0 参電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無理に®げたり、ねじったり、引っ張ったり、力□熱した 
りしないでください。コードが破損して、义災•感電の原因となリます。 


A 

を意 


• 調理台や出湿器のそばなど'油煙や湯気が当たるような場所に置かないで < ださい。义炎' 感電の 
原因となることがあります。 

参ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。 寇ちたり 、倒れたりして 
けがの原因となることがあります。 

• 電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。コードの被ふ<が溶けて、火災•感電の原因とな 
ることがあります。 

• 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高< なる場所に放置しない 
でください。キャビネ、ソトや部品に悪い影響を与え，火災の原因となることがあります。 

• 湿気やほこリのをい場所に置かないでください。义が' 感電の原因となることがあります。 


〇 


オーディオ機器を接続する場合は> 各々の機器の取あ説巧書をよ<読み、電源を切リ、説明に従 
って接続して<ださい。また、接続は指定のコードを使用して<ださい。指を W 外のコードを使 
用したり、コードを延長したりずると発熱しやけどの原因となることがあります。 

電源を入れる前には、音量（ボリューム）を最ルにして<ださい。突然大きな音がでて聴力障害 
などの原因となることがあります。また、テレビ等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみ 
になる前にも、音量（ボリューム）を最ルじしてください。 

電源のスイッチを切っても電源からは完全に歷断されていません。 


A 


處 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


• 万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、すぐに電源コンセントか6プラ 
グをあけるようにしてご使巧ください。 

• 製品に同捆している電源コードのみ使用してください。製品に同捆していない電源コードは使用 
しないでください。 


A 


電池をリモコン巧に挿入する場合、極性表示プラス©とマイナス©の向きにを意し、表示届り 
に人れてください。圍違えると電池の破裂、巧われにより、火災、けがや周囲をミち損する原因と 
なることがあります。 


A 


指定 t (外の電池は使用しないで < ださい。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないで< 
ださい。電池の巧裂、液もれにより、义炎' けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 


A 


• ご不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体の指示(を例）に従って処理して < だ 
さし、。 


运 

電源プラグをコン 


旅行などで長期聞、この機器をご使用にな6ない時は安全のためあず電源プラグをコンセントか 
6抜いてください。 

お手人れの隐は安全のため電源プラグをコンセントか6抜いて巧ってください。 
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ま全上のごま意 

V_ J 


A 

ま意 


〇 

喔) 


5年に一度く 6いは機器内部の掃除を販売店などにご柜談<ださい。機器の内部にほこりがたま 
ったまま、長い聞掃除をしないと义夕やが障の原因となることがありまず。特に、湿気のをくな 
る梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店などにごち談くださ 
い。 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 


(S) 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、义災'感電の 
原因となることがあります。をずプラグを持つて抜いてください。 


(S) 


参電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、保管しない 
でください。電油の プラス© 端子と マイナス© 端子の闇がショートし、電池の破裂、あわれに 
より、义炎、けがの原因となることがありまず。 


0 


電池は、力□熱したり，分解したり、火や水の中に入れないで < ださい。電池の巧裂、巧われによ 
り、义炎、けがの原因となることがあります。 


〇 

處 

電混プラブ4コン 


長期聞使用しない時は、電池をリモコンか6取り化しておいてください。電池から液がもれて义 
炎、けが、周囲を汚損する原因となることがあります。もし巧がもれた場合は、電池室についた 
あをよく拭き取ってか6新しい電池をいれてください。また、万一、もれたあが身体についた時 
は、水でよく洗い流してください。 

移動させる場合は、電源スイ、ソチを切り、あず電源プラグをコンセントから抜き、機器闇の接続 
コードなど外部の接続コードを外してか6巧ってください。コードが傷つき、火災-感電の原因 
となることがあります。 


0 


長時聞音が歪んだ状態で使わないで<ださい。スピーカーが発熱し、义災の原因となることがあ 
ります。 


この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、落 
下して、けがの原因となることがあります。 

この機器に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様にはごを意ください。倒れ 
たり、こわしたりして、けがの原因となることがあります。 

この機器の上に物を置かないでください。この機器の上には通気孔があります。通気みをふさぐ 
と中に熱がこもり、义災の原因となることがあります。 


〇 


(S) 


この機器の上に重いものやか枠か6はみ出るような大きなものを置かないでください。バランス 
がくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。 


A 


使用中および使用直後は、操作部、後面接続端す部 W 外は高温になっているので手を触れないで 
<ださい。やけどの恐れがあり、危険です。特に上面など高温部には触れないでください。 
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PM 6001は上級機 PM-11S1 の設計思想を受け継いだステ 
レオ•インテグレーテッド•アンプです。 

参 CD ダイレクト•バッファー•アンプ 

PM600 1の CD 人力端子にはき用の乂カバ、ソファーアンプ 
を搭載しています。このバッファーアンプは CD 端子に人 
力された信号が左ちチャンネル聞の干ミ歩や他の回路からの 
影響を受けにくくしていまず。バッファーアンプの回路に 
は上級機に搭載している HDAM-SA の回路をベースとした 
ディスクリート構成の高まのバッファーアンプを探用して 
います。 

参 CD ダイレクト‘セレクター 

前述の CD ダイレクトバッファーアンプの化力に専用のリ 
レースイッチを函置し、入力信号をダイレクトに最短経路 
でプリアンプに伝をします。 

参瞬時電流供給能力の向上 

パワースペックが同じアンプでも音質が違うことは巧6れ 
ていまずが、マランツではこの原因をスピーカーのドライ 
ブ能力の違いにあると考えていまず。 PM 6001のメインア 
ンプは、瞬闇的に25アンペア上の電流を流す能力（瞬時 
電流供給能力）を持っていますのでスピーカーを強力にド 
ライブします。 

参 シヨー ト•パ ワー ライン■レイアウト 

瞬時電流供給能力を向上させるため，回路内大電流ライン 
を最短で結ぶことを最優先とした新しいレイアウトをな用 
しました。このレイアウトは電源回路とパワーアンプの化 
力段及び放熱器を一体化し、大電流ラインが最短で左ち対 
称になるようレイアウトしています。 


参電流帰還アンプ 

プリアンプとパワーアンプには高まの電流帰還方まの増幅 
回路を操用し，スーパーオーディオ CD プレーヤーからの 
信号をま、実に増幅しまず。また、高まの電流帰還アンプは 
自然な音場空聞を再現しまず。 

参大容量ブロックコンデンサ 

メインアンプ用の電源回路には音質お討を重ねた15000が 
大容量コンデンサを搭載し、プリアンプ用の電源回路には 
才ーディオ用3300 uF コンデンサを搭載しています。 

参高音質フィルムコンデンサー、 

電解コンデンサー 

参 WBT スピーカー端子 
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ご使用の前に 
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■ 次のような場所には置かない 


■ 乾電池の取扱いかた 


本機をホ 7 了く くご使用いただ < ために，次のような場所には 
置かないでください。 

♦直射日光が当たる所 
• お房器具など熱を発生する機器におい所 
参湿気の多い所や風通しの悪い所 
• ほこりのをい所 
参振動のある所 

• ぐ6ついた台の上や傾おのある不安定な所 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる所 

放熱のため、本機を下國の a りじ壁や化の機器等か6離 
して設置してください。 


\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\ ' 


左側モ 20cmJ；^ 上 T 上方 20cmJi< 上 右側方 20cmJi^ 上 


〇 ® 〇 〇 〇 〇 -i 


了 




乾電池を誤って使用すると、巧われや破裂，腐食などの原 

因となることがありまず。 

と J 下のを意をよ < 読んでご使用< ださい。 

♦長期聞 （1 ヶ月 W 上）リモコンを使用しない時は、電池 
を取り化しておいてください。 

♦古い乾電池と新しい乾電池を一緖に使用しないでくださ 
い。 

♦乾電油のプラス+とマイナスーの向きを機器の表示届り 
正しく人れてください。 

♦乾電池は同じ形状のわのでも電圧の異なるものがありま 
す。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないで < ださい。 

♦液もれを起こした時は、ケース内に付いた巧をよく拭き 
取ってか6新しい電油を人れてください。 

♦不要になった電池を廃棄する場合は、お住まいの巧方自 
治体の指示（を例）に従って処理してください。 

■イ寸属品の確認 

ご使用の前に下記の付属品が揃っていることをご確認 < だ 

さい。 


後方 

20即1]^^上 


\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\^ 


• AC 電源ケーブル 



製品に同捆している電源コードは、同捆されている製品 
のみ使用できます。同捆している製品 W かには、この電 
源コードを使用することができません。 


■上に物をのせない 

本機の上に物をのせないで<ださい。适風孔をふさぐと事 
古女や故障の原因になります。 

■使用中-使用直後に上面などの高温 
部には触れない 

使用中と使用直後は、操作部、後面接続端子部 W かは高温 
になつているので手を触れないでください。やけどのおそ 
れがあり危険です。特に上面などの高温部には触れないで 
ください。 

■ ご使用いただく電源電圧-周波数 

• 電源電圧は、交流1 00V をご使用<ださい。 

• 電源周波数は、 50Hz 地域または 60Hz 地域でご使用で 
きます。 


♦リモコン RC6001PM 
♦単4乾電池に本） 


憂 5 



の 
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参保証書 

• 愛用者登録カード 
♦取扱説明書（本書) 
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接続の前に 


スピーカーコードの接続について I 〔バイワイヤー接続 


•スピーカーコードを接続する際は、ショートしないよう 
十分注意してくだ'さい。 

• スピーカーコードの被ふくは下國のように剥いでくださ 
い。 


約1 cm 


质- L 

コードの端から 
約 1cm くらいの巧 
にカッターで切り 
込みをいれます 



コードの端の被ふく 
をむきとります 



な線をよじります 


♦スピーカーコードとの接続 



な時計方向に回 な線を差し 

し、ゆるめます 込みます 


時計方向に回 
してしめます 


♦Y ラグ端子との接続 



♦バナナプラグとの接続 



バナナプラグを 
差し込みます 


バイワイ "V —接続はスピーカーの低音用入力端すおよび中 
高音用入力端子を別々のスピーカーコードでアンプに接続 
するち法です。低音用と高音用のケーブルを分けることで、 
低音用スピーカーユニットで発生する逆起電力による中高 
音用スピーカーユニ 、ソ トへの干渉を少な<することができ 
ます。 

接続例 （9 ページ）の PM60 日1とスピーカーはパイワイヤ 
一接続されていますのでこちらも参照してください。 


スピーカー 

システム 



中高音用 
スピーカー 

ユニット 


低音用 
スピーカー 

ユニット 


電源コードの極性 


ず庭用の交流電源には極性があり、本機は電源の極性を合 
わせることで最良の音質が得られるよう設計されています。 
図のようにを庭用の電源コンセントは穴の幅の違いで極性 
が表示され，本機に付属の電源コードは「白い線」で極性 
が表示されていまず。 

電源の極性を合わせて本機をお使いいただ<場合は、電源 
コードの「白い線」で表示されている側を電源コンセント 
の幅が広い側に合わせて接続してください。 

しかし、ご家庭の環境によっては電源コンセントに極性表 
示が無い場合や、逆に接続したちがなましい場合がありま 
ず。そのような場合は実隐に音質をご殖認のうえ最適な極 
性にすることをおずすめします。 

ごま意 

電源コードを接続する際にはをず本機の電源スイッチを 
OFF にしてください。 


幅が一 
広い側 



幅が 
狭い側 



お使いになるスピーカーシステムはじ(下のを件を満たして 
いることがを要です。じ(下のを件を満たしていない場合に 
は、アンプの保畫回路が動作し正しく再生できません。場 
合によってはアンプやスピーカーシステムが故障する恐れ 
ちあ U ます。 

• 1組のスピーカーシステムのみお使いになる時は、イン 
ピーダンスが4 Q じ(上のスピーカーシステムをお使いく 
ださい。 

• 2 を目のスピーカーシステムを同時にお使いになる時は、 
インピーダンスが8 〇と又上のスピーカーシステムをお使 
いください。 
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[ Ig 続方法 I 

■接続例：通常のステレオを再生するための基本的な接続 

接続ずる機器の取扱説明書を参照し正し<接続してください。 


レコー ドプ レーヤー 
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接続方ま 

V_ ) 



♦上記の接続例ではスピーカーシステムとの接続はバイワイヤー接続 （7 ページ）になっています。 
• 前面の SPEAKERS ボタンを ON にしてください。 
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各部の名称とはたらき 



① POWER ON/OFF ボタン 

このボタンを押すと電源が ON し、もう一度押すと電源 
が OFF します。 

③ PROTECT インジケーター 

アンプの保護回路が動作している場合はこのインジケー 
夕 一 が点财もしくは点滅します。 

③ INPUT SELECTOR っまみ 

再生/録音ずる入カソースを逞択ずるつまみです。選択 
した入カソースはファンクションインジケーターに表示 
されます。還択された入カソースは電源を OFF したあと 
わ記憶され電源再お人時わ同じソースが逞択されます。 

④ MUTE インジケーター 

ミ ューティ ング機能が働くと点好するインジケーターで 
す。リモコンの MUTE ボタンを押すとミューティング 
機能が働き音量を下げます。わう一度 MUTE ボタンを 
押すとお除します。また、ミューティング中にリモコン 
の VOLUME ▲/ ▼を押してもミューティング機能は解 
除します。 

アンプの保護回路が動作した場合は約15秒圍インジケ 
ー ターが点滅しミュー ティ ング機能が働きこのます。こ 
のインジケーターが点滅中は自動的にボリュームつまみ 
が回転して音量が下がりまず。 

⑥フアンクションインジケーター 

インプットセレクターで選択した入カソースを表示する 
インジケーターです。 

⑥ POWER インジケーター 

電源が人っている園、青色に点なします。 

⑦ VOLUME つまみ 

つまみを時計回りに回ずと音量が大きくなり、反時計回 
りに回すと音量が小さくなります。付属のリモコンで音 
量を調整することわできまず。アンプの保畫回路が動作 
した場合は、約15秒闇自動的にボリュームつまみが回 
転して音量が下がりまず。 


⑧ SOURCE DIRECT ボタン 

このボタンを押ずとバランスと卜ーンコント□ール回路 
をバイパスして信号が伝をされまずので、より良い音を 
楽しむことができます。（このボタンが押されていると 
BALANCE 、 己 ASS 、 TREBLE つまみでの調整はできま 
せん。） 

⑨ SPEAKERS ボタン 

リアパネルの SPEAKERS 端子に接続されているスピーカ 
一の化力を ON / OFF するボタンです。へ、ソドホンをお使 
いじなるときはスピーカー化力を OFF じしてください。 

⑩ BALANCE つまみ 

L (左）、 R (ち)チャンネルどち6か一ちの音量を調をする 
場合に使用するつまみでず。バランスつまみがどちらか 
一ちに回し切られていると、反対側のチャンネルからは 
音が化ません。 

SOURCE DIRECT ボタンが ON の状態では調整できま 
せんのでごを意 < ださい。 

⑩卜ーンコントロールつまみ （ BASS/TREBLE) 

低音旧 ASS ) と高音 ( TR 祀 LE ) の音質を調整ずるつまみで、 
それぞれのつまみを時計方向に回すと強め6れ、反時計 
ち向に回すと弱め6れます 。 SOURCE DIRECT ボタンが 
ON の状態では調整できませんので ごを意 < ださい。 

⑩ REC SELECTOR つまみ 

録音するときに入カソースを切り替えるつまみでず。ま 
た、テープデッキ、 CD - R 等を RECORDER 1と2の端 
子に接続してコピーできます。録音しない場合は音質上 
OFF にしておくことをお勃めします。 （15 ページ参照） 

® ホか線受光窓 

付属のリモコン ( RC 6001 PM ) か6を6れるコント □- 
ル信号を受光ずる窓です。リモコンをこの窓に向けて送 
信してください。 

@ PHONES ジャック 

ステレオ標準プラグのヘッドホンを接続するジャックで 
す。へ，ソドホンをご使用じなる時は SPEAKERS ボタンを 
OFF じしてお使いください。 
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各部の名称とはたらき 

V_ ) 


语面 



©PHONO 入力端子 

アナ□グレコードプレーヤーに接続する端すです。 MM 
カートリッジが使巧できまず。 

⑥ PHONO GND 端子 

レコードプレーヤーからのアース線を接続してください。 

◎ PRE OUT 端子 

他のメインアンプやアクティブサブウー八一の人力端子 
に接続する端すです。 

◎ MAIN IN 端子 

本機をメインアンプとして使用する場合に他のプリアン 
プの化力端子に接続します。この場合は SEPARATE ス 
イッチを ON に設をしてお使いください。 

© SPEAKERS 出力端子 

スピーカーシステムを接続します。フ□ントパネルの 
SPEAKERS ボタンでスピーカー化力を ON/OFF するこ 
とができます。 

© AC IN 

付属の AC コードで電源コンセントに接続してください。 

◎ AC OUTLET 

他のコンポーネントの電源プラグを接続することができ 
ます。この電源コンセントは本機の電源スイ、ソチとは連 
動しません。 


① SEPARATE スイッチ 

本機のプリアンプとメインアンプの接続モードを設をす 
るスイ、ソチです。 

OFF :通常のプリ•メインアンプとして使用する場合 
に設定します。（工場出荷設定） 

ON : プリアンプとメインアンプが切り離されますの 

で、本機は MAIN IN 端子を人力するとメインア 
ンプとして使用できまず。 

③ RECORDER 1 /RECORDER 2出力端子 

CD-R, MD デッキ、 テー プデッキなどの録音人力端子と 
接続ずる端子です。 フ □ントパネルの REC SELECTOR 
つまみで化力信号を逞択することができます。 

皎 RECORDER 1 /RECORDER 2入力端子 

CD-R、MD デッキ、テープデ、ソ丰などの化力端子に接 
続する端子です。 

必 AUX/DVD 入力端子 

DVD プレーヤーや他の LINE 機器などの出力端子に接続 
する端子でず。 

©TUNER 人力端子 

チューナーや他の LINE 機器などの出力端子に接続する 
端子です。 

⑩ CD 入力端子 

CD プレーヤーなどの化力端子に接続する端すです。 


接続できるコンポーネントの電力容量は 120 W じ(下で 
す。 120 W を超える機器を接続すると内部のヒューズ 
が切断し使用できなくなりますのでごを意ください。 

@ REMOTE CONTROL 端子 

マランツ製 CD プレーヤーや DVD プレーヤーなどリモ 
ートコント□ール端子を持つ機器と接続する端子です。 
本機に付属のリモコンを使ってシステムコント□ールす 
ることができます。 

詳しくは12ぺージを参照してください。 
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各部の名称とはたらき 

V_ J 


リモコン： RC 6001 PM 


このリモコンは PM600 1とリモコン受光窓の付いているマ 
ランツ製 CD プレーヤーや DVD プレーヤー及びチューナ 
-、テープデッキなどをコント□ールすることができます。 
リモコン操作によりコント□ールできる内容が異なる場合 
もありますので，組み合わせる機器の取キ及説明書も参照し 
てください。 

RC 6001 PM のボタンレイアウトは下図を参照してくださ 
し、 



丘] SOURCE POWER ボタン 

電源スタンバイ機能があるマランツ製品の電源オンとス 
タンバイの切換えをすることができます。回のボタン 
グループのボタンを押した後にこのボタンを押ずと，ボ 
タンに対応したマランツ製品の電源がオンまたはスタン 
バイに切り換わリます。 

※リモコンでアンプ本体の ON/OFF はできません。 

回 入力切換えボタン 
♦入カソースボタン 

入カソースをダイレクトじ違択するボタンです。本 
機では AMP ボタンは使用しません。 

ごま意 

PM 6001本体では AUX と DVD および REC0RDER2 
の TAPE と MD はそれぞれ同じ入力端子になっていま 
すが、リモコンではマランツ機器を個別に操作できる 
ように別々のボタンが用意されています。 

♦ INPUT A ボタン 

入カソースを順をりして選択するボタンでず。 

本体のファンクションインジケーターに表示される 
入カソースをちにさりまず。 

♦ INPUT ▽ボタン 

入カソースを逆をりして選択するボタンでず。 

本体のファンクションインジケーターに表示される 
入カソースを左に送りまず。 

回 ボリューム調整ボタン 

♦ MUTE ボタン 

ミュート状態にするボタンです。もう一をボタンを 
押すとミュートを解除します。 

ミュート中に VOLUME ▲または▼ボタンを押しても 
ミュートを解除しまず。 

♦ VOLUME ▲ボタン 

音量を大きくするボタンです。 

♦ VOLUME ▼ボタン 

音量をかさ<するボタンです。 

团 プレーヤーなどを操作するボタン 

マランツ製 CD プレーヤーや DV D プレーヤーなどの基 
本のな操作をするボタンのグループです。回の人力切 
換えボタンで選択した入カソースによりそれぞれの機器 
に対応した機能に変わりまず。 
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各部の名称とはたらき 

V_ ) 


■ CD 


CD ボタンを押した場合は、田のボタングループは下表の 
ように機能します。 CD 入力端子にはマランツ製 CD プレー 
ヤーを接続しておくと操作ずることができまず。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

ディスクトレイのオープン/クローズ 

REPEAT 〇 

リピート再生 

RETURN / 

Q . REPLAY 八 

クイックリプレイ 

II 

ポーズ（一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►1 

トラックスキップ（なの曲へ進む） 


トラックスキップ（曲のう台め/前の曲へ房る） 

►► 

サーチ 焊送り） 

◄◄ 

サーチ （早戻し） 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 


使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

クイックリプレイ設を時に使用 

TOP MENU 

時間表示切り替え 

MODE 

スーパーオーディオ CD の再生エリア遇巧 

MENU 

クイックリプレイ設を時に使用 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

才ートミユージックスキャン （ AMS ) 再を 

PROG . 

プログラム再生 

CLEAR/CANCEL 

プログラムした曲の取り消し 


■ TUNER 


TUNER ボタンを押した場合は、田のボタングループは下 
表のように機能します。 TUNER 入力端子にはマランツ製チ 
ューナーを接続しておくと操作することができます。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

使用できません 

REPEAT CD 

使用できません 

RETURN / 

Q - REPLAY 八 

使用できません 

II 

バンド切り替え 

► 

使用できません 

■ 

スリープタイマー ( ST 7001のみ） 

►►1 

プリセット局順送り 


プリセット局逆送り 

►► 

チューニング（周波数）アップ 

◄◄ 

チューニング（周波数）ダウン 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 


使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

TOP MENU 

使用できません 

MODE 

ステレオ/モノラル切り替え 

MENU 

メニュー 

RANDOM 

使用できません 

SCAN 

プリセットスキャン 

PROG . 

タイマープログラム 

CLEAR/CANCEL 

プログラム取り消し 


■ DVD 


DVD ボタンを押した場合は、团のボタングループは下表の 
ようじ機能します。 AUX/DVD 入力端子にはマランツ製 
DVD プレーヤーを接続しておくと操作することができます。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

ディスクトレイのオープン/クローズ 

REPEAT 〇 

リピート再生 

RETURN / 

Q . REPLAY 八 

前のメニュー面面に房る 

II 

ポーズ（一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►H 

トラックスキップ（次の曲へ進む） 

I ◄ィ 

トラックスキップ（曲のう台め/前の曲へ房る） 

►► 

サーチ焊送り） 

◄◄ 

サーチ（早戻し） 

A 

力ーソルを上に移動 

▼ 

力ーソルを下に移動 


力ーソルを左に移動 

► 

カーソルを右に移動 

ENTER 

遇巧した項目をミ央:走 

TOP MENU 

最初のメニュー画面を表示 

MODE 

音声切り替え 

MENU 

メニュー画面を表不 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

サーチ種類を選が 

PROG . 

プログラム再生 

CLEAR/CANCEL 

リピート、ランダム、プログラム再生の取り消し 


■ TAPE 

RECORDER 2(TAPE) ボタンを押した場合は、田のボタン 
グループは下表のように機能します。 RECORDER 2 
订 APE) 端子にはマランツ製テープデッキを接続しておく 
と操作することができます。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

テープ取り出し（が応機種のみ） 

REPEAT 〇 

使用できません 

RETURN / 

Q - REPLAY 八 

ダイレクシヨン （ A / B 面切り替え） 

II 

ポーズ （一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►H 

次の曲へ 


前の曲へ 

►► 

早送り 

◄◄ 

早戻し 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 


使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

TOP MENU 

時間表示切り替え 

MODE 

使用できません 

MENU 

使用できません 

RANDOM 

使用できません 

SCAN 

使用できません 

PROG . 

使用できません 

CLEAR/CANCEL 

カウンターリセット 
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各部の名称とはたらき 

V_ ) 


■ リモコンの使用について 
参リモコンに乾電ミ也を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコンに 
乾電池を人れてください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用です。 

①裏ぶたをはずします。 



参リモコンの動作範囲 

リモコンによる本体の操作可能範囲は下図のように約 
5m の距離です。 



感 おしい単4乾電池2本を、極性表示 （®: プラスと©:マ 
イナスの向き）にを意し，表示届りに正しく人れます。 



③カチ、ソと音がずるまでしめます。 



♦使用上のま意 

• リモコンの受光部に直射日光やインバーター堕光灯など 
の強い光を当てないでください。リモコンが操作でき 
ない場合があります。 

• リモコンを操作ずると、ホか綜で操作する他の機器を誤 
動作させることがありますのでごを意< ださい。 

• リモコンとリモコン受信部の闇に障害物があると操作で 
きません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが押し 
続け6れた状態になり、電池が消耗してしまうことがあ 
ります。 


14 








基本的な使い方 




再生のしかた 


代表的な例として CD プレーヤーでディスク再生およびア 

ナ□グレコードプレーヤーでレコード再生をする手順を説 

日月しまず。接続ち法を参照し機器が正し<本機に接続され 

ていることを確認してください。 

■ CD プレーヤーによるディスク再生 

1 CD プレーヤーの POWER ON/OFF ボタンを押して電源 
を人れます。 

2 続いて本機の POWER ON/OFF ボタン①を押して電源 
を入れます。電源を入れてか6が)8秒後にミューティン 
グが解除し音が化る状態になります。 

3 本体の INPUT SELECTOR つまみ③、またはリモコン 
の 入力切替え ボタン回で CD を選択します。 

4 SPEAKERS 端子に接続しているスピーカーをお使いに 
なる場合は、本体の SPEAKERS ボタン⑨を押して ON 
にしてください。 

5 CD プレーヤーにディスクを入れ、 PLAY ボタンを押し 
再生します。 

6本体の VOLUME つまみ⑦、またはリモコンの VOLUME 
▲/ ▼ボタン回で音量を調整します。 

7 お巧みにより本体の 卜ーンコントロール つまみ⑩を回し 
てほ音/高音を調整してください。この時本体の SOURCE 
D 旧 ECT ボタン⑧を OFF に設定してください。 

■アナログ レコー ドプ レーヤー による 
レコー ド再生 

1 本機の POWER ON/OFF ボタン①を押して電源を人れ 
まず。電源を入れてか6約8秒後にミューティングが解 
除し音が化る状態になります。 

2 本体の INPUT SELECTOR つまみ③、またはリモコン 
の 入力切替え ボタン回で PHONO を違択しまず。不意 
のアクシデントを防ぐため VOLUME つまみ⑦を回し 
て音量を 一〇〇( 最ル)にしておくことをお勤めしまず。 

3 接続できる力ートリッジは MM タイプです。 MC 力ート 
リッジをお使いになる場合はステップアップトランス等 
をお使いください。 

4 SPEAKERS 端子に接続しているスピーカーをお使いに 
なる場合は、本体の SPEAKERS ボタン⑨を押して ON 
にしてください。 

5 アナ□グレコードプレーヤーにレコードをセットしてレ 
コードを再生します。 

6本体の VOLUME つまみ⑦、またはリモコンの 
VOLUME ▲/ ▼ボタン团で音量を調整しまず。 

7 お巧みじより本体の 卜ーンコントロールつ まみ⑩を回し 
て低音/高音を調整してください。この時本体の SOURCE 
DIRECT ボタン⑧を OFF に設定してください。 



録音のしかた 


CD プレーヤーなどの人カソースを CD-R などの録音機器に 

録音する手順を説明します。 

1 CD プレーヤーと CD - R など録音機器の POWER 
ON/OFF ボタンを押して電源を入れます。 

2 続いて本機の POWER ON/OFF ボタン①を押して電源 
を入れます。電源を入れてか6が)8秒後にミューティン 
グが解除します。 

3 本体の REC SELECTOR つまみ® で CD を選択します。 
録音ずる ソース を スピーカーで 聴く場合は、 INPUT 
SELECTOR つまみ③で CD を違択します。 

4 CD プレーヤーに再生するディスクを入れます。 CD-R 
などの録音機器に録音するディスクを入れます。 

5 CD プレーヤーを操作して再生しまず。続いて、 CD-R 
などの録音機器を操作して録音します。 


REC SELECTOR について 

REC SELECTOR は INPUT SERECTOR の入カソース 
の選択にかかわ6ず独立して操作できます。 

OFF: 

RECORDER 1, 2の化力端子に信号は化力されませんの 
で録音することはできません。 

PHONO 、 CD 、 TUNER 、 AUX/DVD: 

録音するプ□グラムソースを違択しまず。 

COPY RECORDER 1— 2: 

RECORDER 1の信号を RECORDER 2へコピーする場 
合に違択します。 

COPY RECORDER 2 — 1: 

RECORDER 2の信号を RECORDER 1へコピーする場 
合に逞択します。 
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機能の使い方と設定のしかた 


MAIN IN 端子について 


本磯は SEPARATE スイ、ソチの設をでプリアンプ部とメインアンプ部を切り離すことができまず。 

他のプリアンプをお持ちの場合は，本機をメインアンプとして使用できますので、國のように接続してください。 


プリアンプ 



スピーカーの接続は7ページもご参照ください。 


16 






























































































































f -N 

機能の使い方と設定のしかた 

V_ ) 


リモートコントロ ール端子 


リモートコント□ール端子はマランツ製 CD プレーヤーや DVD プレーヤーなどのリモートコント□-ル端子を持つ機器と接続 
ずる端子で、本機に付属しているリモコンを使ってシステムコント□-ルする時に使用する端子です。本機にはマランツ製 CD 
プレーヤーや DVD プレーヤーの基本機能を操作することができるシステムリモコン RC 6001 PM をが属しています。例として 
このリモコンを使って本機とマランツ製 CD プレーヤ ーCD 5001をシステムコント□ールするち法を簡単に説明します。 

下図のように CD 5001のリモートコント□-ル "IN" 端子と本機のリモートコント□—ル "OUT" 端子を接続し、 CD 5001の 
スイ、ソチを EXTERNAL に設をしてください。 

リモコン： RC 6001 PM (12. 13,14ぺージ）を参照し本機の受光窓に向けてを信ずると，本機と CD500 1の両方を操作す 
ることができます。 


EXTERNAL に設定 




17 












































































故障とお考えになる前に 




ノ 


故障かな？と感じた6ちょっとチェックしてください。 

意外な操作ミスで故障と思われていることがあります。 

下記の項目をチェックしても直らない場合は、お買い上げ 

になった販売店、おお<の営業所、お客様相談センター、 

または当社サービスセンターにご相談ください。 

★ 電源が入らない 

1. 電源ケーブルがお実に電源コンセントに差し込まれてい 
ますか？ 

2. もし， PROTECT インジケーターが点滅している場合は 
保護回路が動作しています。いったん本機の電源ボタン 
を切り、1分ほど経ってか6ちう一度電源を入れて<だ 
さい。 

★ スピーカーから音が出ない 

1. 前面の SPEAKERS ボタンが OFF になっていませんか？ 

2. MUTE 機能が動作していませんか？ 

3. 前面の INPUT SELECTOR で選択した人カソースが圍違 
っていませんか？ 

4. プレーヤー(再生機器)などの使巧法を圍違っていません 
か？ 

5. 接続コードやスピーカーコードがお実に接続されていま 
ずか？ 

日.リアパネルにある SPARATE スイッチの設定が闇違っ 
ていませんか？ 

7. 保農回路が動作し自動的に音量を紋った可能性がありま 
す。もう一度音量を調整してください。 

★ レコードプレーヤーの音が出ない、また 
は雑音が大きい 

1. 接続コードが正しく接続されていまずか？ 

2. レコードプレーヤーか6のアース綜を PHONO GND 端 
すに接続してください。 

3. 力ートリツジが卜ーンアームに正しく接続されています 
か？ 


■ 保護回路について 

本機はアンプ回路およびスピーカーシステムを玻損か6保 
畫する「保畫回路」を搭載しています。保畫回路が働くと 
直ぐにミュート状態になり、電源ボタン上部の PROTECT 
インジケーターが点灯わしくは点滅しまず。 

PROTECT インジケーターの点滅は、保畫回路が異常を検 
化したため強制的にアンプ回路の電源を切ったことを表示 
しています。このときパネル中央の POWER インジケータ 
一は消えていますが、本磯の電源は完全には切れていませ 
んのでもう一度電源ボタンを押して電源をお切り<ださい。 

• 電源投入時 

電源投入時アンプ回路が安定するまでの巧8秒園、保畫回路 
が働きミュート状態になります。この圍は PROTECT イン 
ジケーターが点好します。その後アンプ回路が安をずると保 
畫回路が解除して音が化る状態になりまず。 

参過大な電流が流れた時 

過大な信号が人力されアンプ回路に過大な電流が流れたと 
きや、インピーダンスが4 Q 未満のスピーカーシステムを 
接続して使用したときなど、設定値 t (上の電流をお化した 
場合に保畫回路が働きます。誤ってスピーカーコードをシ 
ョートしたときにわ保畫回路が働きます。 

このとき PROTECT インジケーターが点好してミュート状 
態になり、更に MUTE インジケーターが点滅して自動的に 
ボリュームを紋りまず。そして約15秒後に保畫回路が解除 
しますので音量を再調整してください。 

また、過大な電流が流れ続けた場合には、 PR 饥 ECT インジ 
ケーターが点滅して自動的にアンプ回路の電源が切れます。 

参過大な超低域の信号が入力されたとき 

設を値と J 上の超低域信号が人力された場合ち保畫回路が働 
きます。このとき PROTECT インジケーターが点灯してミ 
ュート状態になり、更に MUTE インジケーターが点滅して 
自動的にボリュームを絞ります。そしてお15秒後に保畫回 
路が解除しますので音量を再調整してください。また、過 
大な超ほ域信号が連続している場合や回路の異常で直流電 
圧がお化された場合には、 PROTECT インジケーターが点 
滅して自動的にアンプ回路の電源が切れます。 

参メインアンプが加熱したとき 

過大な信号が入力された状態で連続使用した場合など、メイ 
ンアンプ部が設走 t (上の温度になると保護回路が働きます。 
また、天面の届風そしを塞いで使用した場合や、狭いラックに 
人れて使用した場合にわ設定値 W 上の温度になると保護回路 
が働きます。このとき PROTECT インジケーターが点灯し 
てミュート状態じなり、更に MUTE インジケーターが点滅 
して自動的にボリュームを絞リます。そして約15秒後に保 
護回路が解除しますので音量を再調整してください。 

保護回路が動作してから設を時圍内に温度が下が6なけれ 
ば、 PROTECT インジケーターが点滅して自動的にアンプ 
回路の電源が切れます。 

参故障したとき 

本機の電源回路に異常をお化した場合は保護回路が働いて 
自動的にアンプ回路の電源が切れます。また、本機内部の 
ヒューズが切れた場合も保護回路が働きアンプ回路の電源 
が切れまず。このときは PROTECT インジケーターが点滅 
しまず。 
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仕様-外観寸法図 




\ 

定格化力 (20Hz - 20kHz 両 ch 同時,驅動） 

S/N 比 (IHF A ネットワーク、 

ノ 

1 W 化力 > 8 Q 負荷） 


.日日 WX 2 (8 0 負荷） 

PHONO(MM). 

. 8己 d 目(日 mV 入力） 


...70WX2(4Q 負荷） 

CD/LINE. 

.87d 目 (5 日 OmV 入力） 

全高調汲歪率 (20Hz — 20kHz 両 ch 同時駆動、8 Q 負荷） 

MAIN IN. 

.105cB 


. 0.02 96 

トーンコント□ール 


化力帯域幅旧 Q 負荷、0.05%) . 

. 日 Hz - 60kHz 

巨 ASS (己 OHz). 

. + 10d 巨 

周波数特性 (CD、1W、 8 0負荷） 5 Hz -100 kHz 十3池 

TREBLE (20 kHz ). 

. + 10 d 巨 

ダンピングファクター (8 0負荷、 20Hz- 20kHz)........ 100 

電源電 E. 

.AC100V、50/60HZ 

入力感度/入カインピーダンス 


消費電力 


PHONO (MM). 

.2.3mV/47kO 

(J 6006日） . 

.135W 

CD、LINE、TUNER、AUX/DVD、 

RECORDER 

イ寸属品 



.200mV/20kO 

AC 電源ケーブル . 

. 1 

MAIN IN. 

.1.3V/20kQ 

リモコン （RC 6001 PM)... 

. 1 

化力電圧/化カインピーダンス 


単4乾電池 . 

. 2 

PRE OUT . 

.1.3V/560 O 

保証書 . 

. 1 

PHONO 最大許容入力 （1kHz) 


愛用を登録カード . 

. 1 

MM. 

. 口日 mV 

取キ及説明書 . 

. 1 

风八八偏差に日吐一201<相） . 

. +日.5服 

最大外お寸法（本体） 




幅 . 

.440mm 



局 さ . 

. 126.5 mm 



奥行き . 

. 3目 4mm 



質量（本体） . 

.8.6kg 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。 
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その他 
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■ お手入れ 


■保証. アフターサー ビスに ついて 


•セットが汚れた時は柔6かい布でか6ぶきしてくださ 
し、ミちれがひどい時は食器用洗剤を5〜6倍にうすめ、 
やわ6かい布に浸し> 固く殺ってミちれをふきとったあと、 
乾いた布でか6ぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性の 
ものが付着すると塗装がはげたり、光がが失われること 
がありますから絶対にご使用にな6ないでください。ま 
た、化学ぞうきんでこずったり、長時園接触させたまま 
にしておきますと変質したり，塗料がはげたりずること 
がありまずのでごを意 < ださい。 


■ステレオ音のエチケット 


楽しい音楽わ時と場所によっては気になるものです。隣お 
所への配慮（思いやり）を十分にいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくも小さくも 
なります。特に静かな夜聞にはルさな音でち届りやずいち 
のです。夜聞の音楽観賞には特に気を配りましょう。窓を 
閉めたり> へ、ソドホンをご使用になるのわ一つの方法です。 
お互いにむを配り、快い生を環境を守りましょう。 


1. この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は「販売店印' 保証期闇」をご確認の上、販売店 
か6お受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保を 
してください。 

2. 本体の保証期聞はお買い上げ日より1年聞でず。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事項に基づ 
き「無料修理」致します。 

3. 保証期闇経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望 
により有料修理致します。 

4. 当社はこの製品のネ甫修用性能部品を製造巧切後最低8 
年間保有していまず。 

5. 補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフターサービス 
についての不明な点は、お買い上げ販売店または弊社営 
業所-サービスセンターに遠慮なくご相談ください。 

6. 修理を化頼される隐には、お手数ですがわう一度"故障 
とお考えになる前に"をご参照の上よくお調べください。 
それで电直6ない時は、'必ず電源プラグをおいてから、 
お買い上げ販売店または当社営業所、サービスセンター 
にご連絡 < ださい。 


ご連絡いただきたい内容 


1 ) □□ろ 

2) 品番 

3) お買い上げ日 

4) 巧障の状ミ兄 

5) ご住所 

6) おを前 

7) 電話番号 


インテグ レーテツ ドアンプ 
PM 6001 

年月日 

(できるだけ具体的に） 
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お客様ご相談センター 


干104-0033 ま京都中央区新川 1-21-2 茅場巧タワー 13 F 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00 - 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 

干 104-0033 ま京都中央区新川 1-21-2 す場町タワー 13 F 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 


Printed in China 


01/2006 00 M 17 AJ 851110 mzh-a 




